[情報資料] JALプロジェクト「海外日本美術資料専門家(司書)の招へい・研修・交流事業」二〇一四~二〇一六 : 三年間の総括としてのアンサー・シンポジウムの開催について by 水谷 長志
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図3  第2グループのプレゼンテーションのための 
準備の議論の様子
Newsletter of The National Museum of Modern Art, Tokyo [Apr.-June 2017]  │ 16
MOMAT支援サークル
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．   
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
 
多
言
語
対
応
、
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
／
可
視
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
／
オ
ー
プ
ン
な
ア
ク
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
／
ユ
ー
ザ
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
こ
と
／
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
や
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
が
必
要
で
あ
る
こ
と
図4　アンサー・シンポジウムでのディスカッションの様子。
右より：江上、安江、茂原、永崎、小篠、山梨の各氏
3
．  
人
的
サ
ポ
ー
ト
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ショ
ン
に
つ
い
て
応
答
し
て
く
れ
る
窓
口
が
必
要
で
あ
る
こ
と
／
ア
ー
ト
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
／
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
こ
と
 
（
企
画
課
主
任
研
究
員
）
註1  
本
誌
第
六
一
四
号
に
J
A
L
二
〇
一
四
と
二
〇
一
五
の
概
要
を
掲
載
。
2  
J
A
L
二
〇
一
六
W
S
の
報
告
書
は
、http
://
w
w
w
.m
om
at.go.jp/am
/visit/library/jal2016 /
に
全
文
を
掲
載
。
3 h
ttp
://e
g
a
m
id
a
y
3
.se
e
saa.n
e
t/article
/ 
444773560 .htm
l 
ほ
か
。
4  『
J
A
L
二
〇
一
六
W
S
報
告
書
』に
所
収
。
